


















































































































































































































A社：プラスチック加工， 35才， 1人， 1994年
B社：プラスチック製品 45才， 12人， 1994年
C社：機械部品， 52才， 1人， 1989年


















＼年度 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 累計
入居企業 11 3 2 8 15 2 4 4 4 4 6 6 4 73 
卒業企業 5 5 5 5 4 24 
退去企業 2 5 3 3 15 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































のエンジンも GEに整備させるようになった。ボーイング74 7が飛行中に GEのセンサはエン
ジンの点検が必要な個所が発生していることを， GEのメンテナンス部門に通信する。したがって，
7 4 7が空港についたときには，メンテナンス要員が必要部品等を準備して，もう既に待機してい
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5.北陸における新たな創造
5-1.一人企業モデルでの事業創造
20世紀は集団で、組立を行った。 21世紀は一人で組立することが可能になる時代である。デジタル
アーテイストの長谷川章は 従来数十名 数百名で行ったテレビCMの作成を一人で行う。このと
き，長谷川を支援するのが「ハリー」と呼ばれるコンビュータグラフィックスシステムである。長
谷川は100万本のビデオソフトを素材とする。次々ハリーのシステムの上で加工・組立・編集し，
瞬時に新しいマルチメディアソフト（画像＋音声のデジタルソフト）を組立・編集し，テレビCM 
を作成していく。長谷川はこの世界で l人で数百人の企業を凌駕しているのである。
数百人の問でコンセンサスを得るのは難しい。構成員問で妥協を繰り返せば 出来たテレビCM 
は，個性も独自性も無い存在になってしまう。長谷川には妥協する相手は自分だけである。彼の厳
しい自己との“対決”はそれさえも許さない。個性と独自性とハイテクノロジィーに支えられた
“長谷川”作品が，企業に対して頭抜けた競争力を持つゆえんはここにある。
従来の組織概念を象徴するのは情報伝達モデルである。このモデルでは，知識創造に関わる少数
のエリート以外の存在は理念的には伝達媒体に過ぎない。「一人企業」の概念はこの伝達媒体とし
て位置づけられる全存在をコンビュータに置き換えるものである。
一人企業は従来の数百人規模の企業とまったく同じ機能を持っている。しかし，複数の人がいる
がゆえに必要となる組織は 当然のことながら不要になる。人事部 総務部のほとんどの機能はな
くなる。
5-2.環日本海地域からの知識移転
知識移転は，日本から環日本海諸国へ移転するだけではない。日本に持ち込まれて，事業を創造
する事例も多い。知識移転が双方向で起これば，それは環日本海地域全体の成長の条件が整備され
たことになる。その事例の一つが林インターナショナルである。
事例
りん
〔（有）林インターナショナル〕
この事例はいわゆるハイテク・ベンチャーではないが 日本の起業家では最も層が薄いとされる
大卒後間もない若者 女性による事業創造であり しかも中国人留学生による起業という特徴があ
る。
以下は， 1999年1月1日に同社を訪問した際の聞き取り調査をもとに作成したものである。また
既発表文献の中で同社を取り上げた，野村允「在日中国政府商社と地方の中国専門商社の動向j
環日本海地域における知識移転と事業創造
『えーじえっく・れぽーと』 Vol20 1999年も参考にしている。
1 ）起業の経緯
りん
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経営者の林広麗社長は 溶陽市出身の中国人留学生として1996年に富山大学経済学部（経営学科）
を卒業している。在学中は起業までは考えなかったが，通訳のアルバイトや，日本企業の合弁事業
に協力した経験が，後に起業を考える土台になったという。卒業後 繊維関係の地元商社に就職，
中国進出の手伝いをした。が，進出取りやめを契機に半年で退社 自分で事業を始める決心をした。
資本金は300万円。半分が通訳等で得た自己資金，残りが日本企業等による出資だったが，現在
すべて返済して独資となっている。
2）事業内容
主な業務は中国物産の輸入販売である。現在の売上げは卸しと小売がおよそ半々である。卸し・
小売共通のものとして中国茶・健康食品・薬石・工芸品など，卸し主体のものとして住宅用建材が
ある。圏内の取引先は富山県を中心に住宅建設企業生協薬膳料理店などがある。
年商は3,000万～5,000万円だが，目標は 1億円である。目標達成の鍵は卸しの拡大にある。小売
は利幅が大きいのが利点だが，量的拡大は難しい。また，売れ筋商品には流行がある。例えば2年
程前は薬石の一つがよく売れたが いまはそれほどでもない。
現在，富山市郊外の大島に店舗を構えている。一時期 駅裏に出店したが 駐車場が不便なため
客足が思わしくなく撤退した。その後は大島店のほか，市内各所のショッピングセンターで短期の
出店を繰り返しているが，この方が効率的だという。従業員は日本人・中国人合わせて4人である。
商品の買い付けには，中国各地の見本市，展示会，商談会などに林社長自らが出向き，中国企業
と交渉している。取引相手を決めるにあたっては，製品そのものや相手企業の信頼性はもちろん，
日本への輸出実績の有無を重視している。実績がない場合 良い製品に見えても 輸入後に思わぬ
欠陥が出てくることがあるからである。また，品質の劣化しにくいものを選ぶようにしている。
その他，組合組織による中国人研修生の受け入れ窓口になるなど 多角的に事業を展開している。
3）事業の背景としての留学体験
中国人留学生であったことの最大のメリットは，日本での生活体験から，日本人（富山県人）の
考え方や好みが理解でき，売れ筋商品を考える助けになったことである。積極的に日本人と交流し
たのが良かった，留学生だけで固まっていたら役に立たなかっただろうという。
もう一つ，外国人であることから，様々な立場・業界の人に，しがらみ抜きで，気軽に声をかけ
てこられたことも大きい。
富山大学経済学部（経営学科）に在籍したことは，三つの点でメリットになった。第一は，前述
の通り，学生生活を通じて，日本人の感覚や生活習慣を肌で感じることができた点である。第二は，
地元大学卒業ということで，富山県の企業関係者から親しみを持たれ，信用もされたことである。
第三に，経済学部の講義やゼミ（経営学科・国際経営論）も 視野を広げる意味で役に立った。
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ただし，教わったことを覚えこむのではなく，「自分ならどうする？J「これを中国に当てはめると？」
など，常に自分の頭で考え，やや強引に自分の知識に作り変える姿勢をとってきた。
厳しいい不況とうつろいやすい流行の中 同社が堅実に事業を展開・拡大してきたことは注目す
べきであろう。
林社長の買い付け先は 出身地である中国東北部のみでなく 上海・広東省・漸江省など多岐に
わたっている。すなわち，いわゆる「華人ネットワークj によっているのではなく，社長個人の
「目利きJ能力によって事業を成功させてきたといえる。従って，更なる事業の拡大のためには，
林氏の持つノウハウをいかに他の従業員に伝えていくかが鍵になると思われる。
興味深かったのは，大学の講義を生かす態度である。当学部の学生からもしばしば，「役に立つj
講義を求める声があがる。それ自体は当然の欲求であるが，ともすると，マニュアルとして手軽に
覚えこめる知識を求めていることが多い。
これに対し林氏の受講態度は，長い目で見て大学の講義を活用してきた好例といえよう。今日起
業教育の必要性が叫ばれているが（起業に限らず大学教育全般にいえることだが），講義メニュー
の充実と並んで，学生自らに「考えさせるJ工夫が重要ではないだろうか。
6.結語
知識移転は2つの型があり，その地域独自の産業の知識が移転する場合， 2つは，グループ戦略
の一環として知識が移転する場合である。北陸の企業が独自技術 知識を環日本海地域各国へ移転
し，事業創造を行っているマクロ的状況とその方法について研究を行った。次ぎに，日本における
北陸の知識創造，事業創造の現状と公的支援について，インキュベーション，ベンチャー支援構造
について考察した。
次ぎに，グループ戦略の一環として，知識が移転する場合について 21世紀のグループ戦略とし
て，知識が北陸，環日本海地域各国へ移転するモデルとして，収穫逓増のグループ戦略を東京およ
び世界の大企業が行い，その影響として，北陸に知識移転，事業創造が起こる可能性について考察
した。
また，環日本海地域各国から日本への知識移転事業創造について 中国から日本への知識移転
を分析した。
